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平成２７年度通常社員総会開催される 

一般社団法人日本環境測定分析協会（日環協）の第四回

通常社員総会が平成 27 年 5 月 22 日（金）にタワーホール

船堀（東京都江戸川区船堀）で開催されました。

審議事項 4 件及び報告事項 3 件は下記の通りで、すべて

承認されました。

第１号議案 平成 26 年度貸借対照表及び正味財産増減

計算書並びにこれらの付属明細書の件

第２号議案 平成 27 年度事業計画（案）の件

第３号議案 平成 27 年度収支予算（案）の件

第４号議案 定款の一部変更案の件

第５号議案 任期満了に伴う理事及び監事選任の件

第１号報告 平成 26 年度事業報告の件

第２号報告 平成 26 年度公益目的支出計画実施報告書の件

第３号報告 監事による監査報告の件

現在の会員数は、正会員 468（前年比 3 減）、

賛助会員 247（前年比 11 減）です。田中会長

からは、計量証明事業の廃止等から退会する

会員も増える中、会員が求めるセミナー企画

（石綿偏光顕微鏡実習、計量管理者のための

研修会他）に対し非常に多くの参加申し込み

があったことから、今後も会員のニーズにそ

ったセミナー企画やそれを発信する会誌やホ

ームページの刷新に努力したいとの発言があ

りました。
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また、昨年度立ち上げた「収支改善検討 WG」にて、環境測定

分析士の受験者増員、会誌印刷費や HP サーバー管理費の大幅圧

縮等の一定の成果が出ているとの報告がありました。

監事から詳細な監査報告があり、議案は総会出席者の賛成多数

で承認されました。

任期満了に伴う理事及び監事選任の件では、田中会長は再任さ

れ、2 期目のスタートとなりました。また、中部支部からは、河

野支部長、鎌田理事、利部理事及び濱地監事が選任されました。

最後に、日環協理事・役員として長きにわたり貢献された大石

理事の退任の挨拶があり、多くの拍手がありました。

平成２７年度中部支部会員連絡会開催される 

平成 27 年度中部支部会員連絡会が平成 27 年 4 月 21 日（火）に東京第一ホテル錦

（名古屋市中区錦）で開催されました。 

審議された議案は下記の通りで、すべて承認されました。 

第１号議案 平成 26 年度事業報告及び収支予算報告の件 

第 2号議案 平成 27 年度事業計画および収支予算の件 

第 3号議案 任期満了に伴う中部支部運営委員会の選任の件 

第 4号議案 平成 28 年度日環協・環境セミナー全国大会 in 岐阜の開催の件 

中部支部長からは、26 年度の活動の特色として、愛環協との共催による技術者セ

ミナー開催、東北支部主催の経営者セミナーに対する企画面でのサポート、静岡県

の合同支部研修会及び石川県の環境計量技術研修会への出席等、支部間・県単間の

活発な交流を行ったことの報告がありました。 

また、日環協本部が作成した自治体に対しての「最低制限価格制度の導入の要望

書」の動きは県単の判断に委ねた対応をしていますが、中国支部の情報では、落札

価格の上昇といった効果も見え始めています。 

日環協役員・理事・監事の新体制 
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平成27年5月22日現在の中部支部の会員

数の内訳は、富山県 4、石川県 2、岐阜県 7、

静岡県 14、愛知県 30、三重県 8 の合計 65

となっています。 

27 年度からの中部支部の運営委員では、

静岡県から利部（かがぶ）氏（利部氏は中部

支部副支部長に選任）、三重県から北村氏が、

富山県から小笹氏、石川県から中村氏が新た

に運営委員に選任されました。 

以下に運営委員の一覧を示します。 

支部役職 氏 名 所 属 県 

支 部 長 河 野 達 郎 (一財)東海技術センター 愛知 

副支部長 利 部 義 徳 環境総合研究機構(株) 静岡 

運営委員（順不動） 鎌 田   務 (株)愛 研 愛知

〃 柴 田 金 作 藤吉工業(株) 愛知

〃 服 部 寛 和 (株)ユニケミー 愛知

〃 市 原   壽 (株)総合保健センター 岐阜 

〃 山 田 雅 英 (一財)岐阜県公衆衛生検査センター 岐阜 

〃（日環協会長） 田 中 正 廣 (株)東海テクノ 三重 

〃 北 村 和 宣 (一財)三重県環境保全事業団 三重 

〃 目 黒 輝 久 立 華(株) 静岡 

〃 大 波 福 己 (一社)静岡県産業環境センター 静岡 

〃 小 笹  隆 日本海環境サービス(株) 富山 

〃 中 村 圭 一 (株)大和環境分析センター 石川 

監査委員 西 脇 光 正 (一社)愛知県薬剤師会 愛知 

事務局 手 塚  守 （一社)日本環境測定分析協会中部支部 愛知 

第4号議案の平成28年度日環協・環境セミナー全国大会in岐阜の開催の件では、

27年度関西支部主催で開催される全国大会in大津by琵琶湖（平成27年10月8日、

9日）に続いて、平成 28 年度の全国大会を中部支部主催で開催すること、その場所

を今回初めて岐阜県で開催することの案について議案が上程されました。 

中部支部として全国大会を主催するに当たり、中部支部各県単の了解と支援をい

ただくための要請文を作成して各県単より全国大会開催の承諾を得ることで議案は

承認されました。 

なお、全国大会は、平成 28 年 9 月 29 日(木)～30 日(金)の２日間、岐阜市の長良

川国際会議場にて開催される計画です。 
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次に、中部支部長から、平成 25 年度に日環協の実施した「環境計量証明事業所の

実態調査」の概要について紹介がありました。 

この調査は 5年毎に実施しており、前回の平成 20 年度から 5年ぶりの調査となっ

ています。日環協の会員外にも広くアンケートを実施し、507 機関からの回答があ

りました。 

１社あたりの平均従業員数は 23.7 人と前回とほぼ同じであり、平均年齢は 44.3

歳と前回より 3.2 歳上昇していました。男女比率は 79:21 でした。 

設備投資や LIMS（計量証明書発行システム）等の部分を含めた概要を以下に示し

ます。特に、クロスチェックに対する意識における心配な内容として、日環協 SELF

への参加率が約 5％低下している、その理由が業務多忙や必要性を感じない、とい

った意見が増えていることでした。 
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会員連絡会に引き続いて、日環協の田中会長より、「日環協の活動と今後の環境計

量証明業界の動向」（計量証明書の電子による発行と保存に関する情報提供含む）と

題した講演を頂きました。 

以下に、その資料（抜粋版）を紹介します。 
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ポイント１ 

一般社団法人に移行した日環協は、民間企業としての体質改善・体質強化が必要 

ポイント２ 

収支改善ＷＧによる増やす工夫（受験者等）、減らす努力（印刷費、管理費等） 
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ポイント３ 

協会の価値・知名度向上・・・最低制限価格制度、中央省庁との連携強化 

ポイント４ 

計量証明書の電子発行の考え方と課題 
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 田中会長の講演後、質疑応答が続きました。 

質問：協会の改革は順調に進んでいるのか、具体的な実感がない。 

回答：具体的な例として、日環協ホームペー

ジは 7 月上旬には全面リニューアルす

る。会員が最新情報をすぐに確認しや

すいトップ画面とし、セミナーや委員

会活動などのスケジュールも分かり易

く構成している。今後も随時修正して

いきたい。また、広報誌については出

版・会誌委員会を立ち上げ具体的な活

動を開始し来年度からの広報誌の刷新

に反映させる。予算との調整はあるが、

時期を決めて具体的な改革を推し進めていきたい。 

質問：海外の分析機関との吸収や合併といった事態は増える傾向にあるのか。 

回答：日本には計量法という独特の制度があり、ある意味日本の計量証明機関を守

っている面もある。一方、欧州等は ISO/IEC17025 による試験所認定制度があ

り、それを保有している分析機関がある程度の信用が得られており、それが分

析機関の淘汰にもつながる面もある。日本では ISO/IEC17025 の取得が直接受

注に結び付かないといった意見を良く聞くが、取得するだけで受注が増えるの

を期待するのではなく、積極的な活用がもっと必要なのではないだろうか。一

方で、海外の大手分析機関から見れば日本の市場は鎖国状況に映っており、今

後様々なアプローチをしかけてくる可能性はある。日環協としては、国際委員

会等にも積極的に参画し、日本の考えや意見をアピールし、日本の計量証明事

業団体のために可能な限り努力していきた

い。 

引き続き、別会場にて懇親会が田中日環

協会長の乾杯の挨拶で始まりました。 

和やかな中にも、活発な意見交換が行わ

れ、最後に濱地前中部支部長（現在中部支

部オブザーバー）の中締めで盛況のうちに

終了しました。 
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県単だより：三重県 

-平成 27 年度 三重県環境測定分析業協議会総会の開催- 

 平成 27 年 6 月 4 日(木)、三重県環境測定分析業協議会の

定期総会が津市内のホテルグリーンパーク津「藤の間」で開

催されました。 

会員 6社のご出席をいただき、会則規定による会員の 1/2

以上を充足していることから、定刻の 15 時、市田会長より

開会挨拶があり、続いて日本環境測定分析協議会中部支部長 

河野達郎様より来賓のご挨拶を賜りました。 

議長は会長が務め、事務局より昨年度の事業報告並びに収支決算報告の後、今年

度の事業計画(案)並びに予算（案）の説明が行われました。今年度は役員の改選期

であり、2年間会長を務められました市田会長に代わり、岡本会長が会長推薦で今

期より会長に就任することが提案され承認されました。 

その後、ご来賓の日本環境測定分析協議会中部支部長 河野達郎様より『日環協

と中部支部の現況と課題について』の講題でご講演をいただきました。 

以上で、総会は定刻どおり 17 時に終了致しました。 

県単だより：静岡県 

-静岡県環境計量証明部会創立４０周年記念式典の開催- 

一般社団法人 静岡県計量協会環境計量証明部会が設立して 40 年の節目の年で、

さる 7月 10 日に設立 40 周年記念式典を挙行しました。当部会は昭和 50 年（1975

年）に静岡県環境計量証明事業協会として設立し、平成 10 年(1998 年)社団法人静

岡県計量協会の設立に伴い、社団法人静岡県計量協会 環境計量証明部会に改組し

今日に至っています。 

40 周年記念事業では記念式典、記念誌発行の他に二軒小屋植樹視察も行いました。 

① 二軒小屋植樹視察 

当部会では 10 年毎の節目に創立記念事業を開催しておりまして、20 周年時には

記念植樹を行いました。しかしその後この樹木の状態を確認することなく今日に至

ってしまったため、記念行事として視察することにしました。5月 26 日㈱テクノサ

ポート様の案内で二軒小屋に向かいました。この二軒小屋は特種東海製紙㈱井川社

有林内にある南アルプス登山の玄関口です。 
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20 年の歳月で記念碑は朽ちて見つからず、記憶も

曖昧で植樹木を探すのに苦労しましたが、植樹時に

撮影した写真で位置を特定し確認することができ

ました。植樹した 2本のメグスリノキのうち 1本の

み成長しておりました。 

今後も当部会の歴史の一つであるメグスリノキを

大切に見守り、後生に伝えていきたいと思います。 

② 記念式典 

式典には河野達郎日環協中部支部長はじめ、来賓、部会員等全 98 名の出席のもと

開会されました。 

目黒輝久部会長の主催者挨拶、来賓祝辞に続

き、この 10 年間で当部会の活動に多大な功績

を残した 9名の表彰を行いました。 

今回初めての試みとして、『環境計量証明部

会 10 年の歩み』と題し、設立後 30 年から 40

年の出来事を報告しました。部会員からは、「も

う 10 年たったのか、つい昨日のことのようだ。」

などの呟きがあちらこちらで聞こえました。 

式典終了後、全国ホタル研究会名誉会長 理学博士 大場信義様より『宝がいっ

ぱいのホタルが棲む里地』と題し、日本にとどまらず世界中のホタルの習性につい

て講演頂きました。我々環境に関連する業務に従事する者にとって自然の大切さを

あらためて思い知らされた次第です。 

記念講演に続き交流会を開催し、福引大会を行いながら出席者全員で親睦を図り

式典を終了しました。今後も 50 年、60 年記念式典ができるよう協会の発展に微力

ながら貢献していきます。 

１．会場

大津プリンスホテル

２．開催日

平成 27 年 10 月 8 日（木）、9 日（金）

３．プログラム

第１日(10 月 8 日 木曜日) 
12：30～  受付、開会セレモニー、カタログ・分析機器展示

13：50～  特別講演３テーマ予定

18：00～  懇親会

第２日(10 月 9 日 金曜日)
9：30～12:15  技術発表会

第2３回 日環協・環境セミナー全国大会 in 大津 by琵琶湖 開催のご案内 
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JR 大津駅から無料シ

ャトルバス（約 10 分）

があります

12：15～13：15  ランチョンセミナー

ランチョンセミナー終了後、田中会長より、「計量証明書の電子発行に関する

動向」（仮称）の講演を予定しています。

４．参加費

1) 会 員：6,000 円/人、2 日目の技術発表のみ 1,500 円
2) 非会員：8,000 円/人、2 日目の技術発表のみ 2,000 円

１．会場

ANA クラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー

那覇空港よりタクシー約 10 分、モノレール約 20 分
２．開催日

平成 27 年 11 月 13 日（金）

３．プログラム

12:00～ 受付開始、開会セレモニー

13:30～ 特別講演 3 テーマ予定

17:30～ 懇親会

４．参加費

18,000 円／人 、

但し、1 事業所 2 名以上は 2 人目から

10,000 円

第２３回日環協・環境セミナー in 大津 by 琵琶湖、及び第１８回日環協経営者セミナ

ーin OKINAWA については、支部会員の皆様ふるって参加下さいます様、お願いいたし

ます。

詳細につきましては、雑誌「環境と測定技術」あるいは日環協ホームページをご覧く

ださい。

第１８回 日環協経営者セミナー in OKINAWA 開催のご案内 
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１．中堅実務者研修会

日 時  平成２７年９月１７日(木)・１８日(金) 
場 所  日本特殊陶業市民会館

２．環境測定分析士 1 級、2 級試験

日 時  平成２７年１０月１８日（日）

場 所  日環協本部の指定するところ

３．環境計量士等研修会

日 時  平成２７年１１月６日(金) （予定）

場 所  未定

４．精度管理技術者研修会

日 時  平成２７年１１月（予定）

場 所  石川・富山（未定）

５．第二回支部運営委員会

日 時  平成２７年１２月（予定）

場 所  未定

６．ＳＯＰ（標準作業手順書）研修会

日 時  平成２８年１月（予定）

場 所  未定

（各種研修会などの詳細につきましては、事務局にお尋ねください。）
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